
技術分類

技術名称 ＡＫフレーム工法 担当部署 土木部

NETIS登録番号 QS-160017-A 担当者 河野義博

社名等 旭建設株式会社 電話番号 0982-52-1234

技術の概要

国の機関　 １　件　（九州　　１件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

法面工事において、法面の表層崩壊防止、斜面の安定化を目的として採用されているポピュラー工法と
して、四角形の簡易吹付法枠工（H200×W200）があるが、降雨による滞水を防止するため、水切りコン
クリートの施工が必要であったり、枠内の植生が必要なケースでは、法枠に接する箇所の日照条件が悪
く、植生の生育環境が良くないといった問題点を含んでいるのが現状であったため、新しい法枠工を開
発するに至った。

〇法面の表層崩壊防止、斜面の安定化を目的とした簡易吹付法枠工であり以下の特徴を持つ。
①法枠の形状を四角形から台形に近い形状にした法枠工。
②金網製の型枠(吹付金網)を、軽量の組立枠に変更した。(重量1.47kg/m→0.36kg/m)

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

①軽量の組立枠にしたことから、作業の省力化、安全性及び経済性の向上、工程短縮が可能。
②台形の形状にしたことから水切りコンクリートが不要となる。
③台形に近い断面形状としたことから、枠内に対して日光や降雨が多く当たり、植生の生育環境が向
上。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・軟岩、礫質土、砂質土、シルト、粘性土の切土法面及び斜面
・法面勾配1:0.6より緩勾配の斜面及び切土法面
②特に効果の高い適用範囲
・AKフレームの組立枠と補助金網を軽量化したことにより運搬性と施工性が良くなることから工期の短縮
を期待する現場に有効である。

２．技術の内容

５．活用実績

※別



６．写真・図・表

【施工状況】


